









軒・鉄輪 55軒・観海寺 6軒・別府 52軒で、鉄輪と別
府が別府温泉郷における旅館集積地である。しかし、ア
ウトサーダーの数は含まれず、別府市の観光統計では旅
























A 旅館の開業は 1967（昭和 42）年、主人は 2代目と
なる。旅館の建物は木造 2階（一部鉄筋）、敷地は 495






































































開 業 方 法 新規開業 新規開業 新規開業 買収開業
初代経営者の前職 飲食店経営 主婦 電気技師 化粧品製造・販売
出 身 地 別府市 福岡県前原市 東広島市 別府市
現 在 の 兼 業 種 なし なし なし 地ビール、旅館など
建 物 木造（一部鉄筋）2階 木造 2階 木造 2階 木造平屋
旅 館 の 敷 地



















宿 泊 料 金 9,600～1万 6,800円 1万 2,600～2万 1,000円 1万 650～1万 7,000円 3万 5,000～4万 5,000円
年 商 3,000万円 7,000万円 5,000万円 1.5億円
エージェントの












オ ン（月） 11・1・10・2・5月 11・12・10・3・5月 11・12・1・2月 11・10・5・8月
オ フ（月） 7・8・9・6・3月 2・1・6・7・9月 4・7・9月 2・3月















族 20・団体 5・1人 5％
同伴 60・家族 30・グルー
プ 10％
ス タ ッ フ（人） 家族 2・パート 3人 家族 2・正社員 4・パート
5人



























用）は 9,600円から 1万 3,800円に設定し、標準料金
は 1万 1,000円となる。週末や休前日料金は特に設定
せず、正月期間（12月 31日から 1月 3日まで）だけ


























































旅館の敷地は 1,980 m2、建物は木造 2階建、延床面






用）は 1万 2,600円から 2万 1,000円に設定し、標準
料金は 1万 3,650円、週末料金は 1万 5,650円、正月
は 3万 1,500円となる。年商の目標額は約 6,000万円
で、その内訳は宿泊 90％、日帰り 10％である。1人当
たりの平均宿泊単価は 1万 2,000円、同消費単価は 1
万 4,000円、日帰り客（昼食）の平均単価は電話予約制






人 2人・子供 2人で、平日 3万 2,800円、週末 3万 7,800























































旅館の敷地は約 2,045 m2、建物は木造 2階建、延床































泊客の構成は同伴 40％・グループ 30％・家族 20％・
団体 5％・1人 5％を占める。バブル経済期は団体 40％








用）は 1万 650円から 1万 7,000円に設定し、標準料
金は 1万 2,000円となる。平均消費単価は 1万 3,000
円、日帰り客の消費単価は 5,000円程度が多い。素泊り















































































































































































































が、相変わらず 80 cm と短い。体格が大きくなった日
本人にとって、80 cm のタオルで背中を流す場合は窮


























・ホテル 199軒、民宿 7軒、公共宿泊施設 5軒、そ
の他 50軒を示す。
４）浦 達雄（2005）「別府温泉郷における宿泊客の動
向」日本観光学会誌・第 46号、95～103頁、によ
る。ここでは、観光旅館・都市ホテル・和風旅館・貸
間旅館の 4タイプに分類し、サンプル旅館を抽出して
宿泊客のアンケート調査を行った。
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